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【短報】チュウジョウケシタマムシの渡嘉敷島から
の記録

チ ュ ウ ジ ョ ウ ケ シ タ マ ム シ Aphanisticus 
okinawanus Ohmomo, 2004（図 1）は，沖縄島与那
で得られた個体に基づいて，Ohmomo (2004) によ
り記載されたタマムシ科甲虫であり，沖縄島のみ
に分布している（大桃・福富 , 2013）．今回，沖縄
諸島の渡嘉敷島から採集された本種の標本を確認
したので報告する．

1♀, 沖縄県島尻郡渡嘉敷村渡嘉敷島森林公園 , 26. 
III. 2014, 保科英人
採集，福富保管（図
1）．

照 葉 樹 林 の リ
ターより採集した
標本から，本種を
確認した．

発 表 に あ た り，
本種の標本を恵与
いただいた福井大
学 の 保 科 英 人 博
士，標本撮影につ
いて助言いただい
た石川県ふれあい
昆虫館の渡部晃平
氏に感謝する．
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図1．チュウジョウケシタマムシの
成虫．

【短報】徳之島におけるオオゾウムシの記録
オオゾウムシ Sipalinus gigas gigas (Fabricius, 1775)

は，日本（伊豆諸島，対馬，琉球を含む），サハリ
ン，東シベリア，朝鮮半島，台湾，中国，東南ア
ジアに広く分布する（小島・森本，2004）．琉球列
島においては，沖永良部島，沖縄島，古宇利島か
ら記録があり，徳之島の記録はない（佐々木ら，
2002）．筆者は徳之島で本種を採集しており，同島
初記録と思われるので報告する．

1ex. 20. X. 2016, 鹿児島県天城町平土野；1ex. 20. 
X. 2016, 鹿児島県天城町亀津（図 1）．いずれも筆

者採集．なお，こ
れらの標本は琉球
大学博物館（風樹
館）に収蔵されて
いる．

上記の 2 個体は
いずれも灯火で採
集 し た も の で あ
る．
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図1．徳之島産オオゾウムシ．

【短報】沖縄島初記録のムツキボシテントウ
ムツキボシテントウ Oenopia scalaris (Timberlake, 

1943) は，日本（本州，伊豆諸島，九州，小笠原諸
島），朝鮮半島，台湾，中国，インドシナ半島，ミ
クロネシアに広く分布する（佐々治，1985；日本
環境動物昆虫学会，2009）が，これまで琉球列島
からの記録はない（佐々木ら，2002）．筆者らは沖

縄島で本種を採集
しているので報告
する．

1ex. 27. III. 2017, 
沖縄県恩納村万座
毛（図 1）．小浜継
雄採集．標本は琉
球大学博物館（風
樹館）に収蔵され
ている．

比較的目立つ本
種がこれまで琉球
列島から記録がな
かったことから，図1．沖縄島産ムツキボシテント

ウ．


